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金か
な
づ
き
ゅ
う
り
ょ
う
せ
い
て
つ

津
丘
陵
製
鉄
遺
跡
群　

秋
葉
区
金
津
・
蒲
ケ
沢

　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
か
ら
平
成
三
年
に
か
け
て
、
磐ば

ん

越え
つ

自
動
車
道
建

設
の
た
め
の
土
取
り
工
事
に
伴
い
、
新
津
丘
陵
西
側
の
通
称
金
津
丘
陵
で
大

規
模
な
製
鉄
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
を
新
津
市
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
。
発
掘

地
は
現
在
、
新
津
美
術
館
や
県
立
植
物
園
と
な
っ
て
い
る
。
四
遺
跡
の
七
地

点
で
、
低
丘
陵
の
斜
面
か
ら
製
錬
炉
七
基
や
木
炭
窯
二
十
数
基
な
ど
が
発
掘

さ
れ
た
。
製
鉄
関
連
遺
跡
と
し
て
は
新
潟
県
内
で
初
め
て
の
大
規
模
な

発
掘
調
査
で
あ
り
、
八
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
ま
で
続
い
た
蒲
原
郡
の
製

鉄
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

鉄
製
品
が
出
来
る
ま
で
に
は
、
砂
鉄
か
ら
鉄て

っ

塊か
い

を
生
成
す
る
製
錬
、

そ
の
鉄
塊
の
炭
素
含
有
量
を
調
整
す
る
精
錬
鍛か

冶じ

、
さ
ら
に
、
そ
の
鉄

素
材
を
鍛
え
て
製
品
を
作
る
鍛
錬
鍛
冶
、
も
し
く
は
鉄
素
材
を
鋳
型
に

流
し
込
ん
で
製
品
を
作
る
鋳
造
の
各
工
程
が
あ
る
。
金
津
丘
陵
で
は
製

錬
が
主
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
平
野
部
の
集
落
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
製
錬
は
、
製
錬
炉
に
木
炭
と
砂
鉄
を
入
れ
、
フ
イ
ゴ
に
よ
る
送

風
に
よ
っ
て
高
温
・
高
還
元
状
態
に
す
る
と
、
不
純
物
の
鉄て

っ

滓さ
い

が
分
離

図33　遺跡の位置
５万分１地形図「新津」

図34　居村遺跡Ｅ地点　斜面に製錬炉・木
炭窯がある
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し
て
排
滓
孔
か
ら
廃
出
さ
れ
、
鉄
が
半
溶
融
状
態
と
な
っ
て
炉
の
底
に
残
る
仕
組
み
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　

金
津
丘
陵
の
製
錬
炉
は
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
は
西
洋
風
呂
の
よ
う
な
形
を
し
た
箱
形
炉
（
図
三
五
）
で
、

そ
れ
以
降
は
円
筒
形
の
竪
形
炉
（
口
絵
）
に
代
わ
る
。
ま
た
、
木
炭
窯
も
長
さ
一
二
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な

窯が
ま

か
ら
、
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
形
の

窯
に
代
わ
る
。
前
者
は
北
陸
系
、
後
者
は
東
国
系
の
技
術
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
技
術
の
変
化
だ
け
で
は
な
く
、
作
ら
れ
た
鉄
の
種
類
が
、
鋼
（
鋼
鉄
）
か
ら
銑せ

ん

鉄て
つ

（
鋳

鉄
）
に
代
わ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
新
津
丘
陵
で
は
、
丘
陵
の
西
側
で
鉄
の
生
産
が
行
わ
れ
、
東
側
で
は
須す

恵え

器き

の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
（
二
四
ペ
ー
ジ
参
照
）。
両
者
が
燃
料
と
す
る
木
炭
や
薪
で
競
合
し
な
い
よ
う

に
住
み
分
け
が
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

越
後
の
古
代
の
製
錬
遺
跡
は
、
吉
川
地
区
（
頸く

び

城き

郡
）、
柏
崎
南
部

丘
陵
（
三み

島し
ま

郡
）、
島
崎
川
流
域
（
古
志
郡
）、
金
津
丘
陵
（
蒲
原
郡
）、

笹
神
丘
陵
（
沼
垂
郡
）
に
集
中
し
て
分
布
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
古
代

の
郡
域
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郡
単
位
で
鉄
素
材
が
生
産
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
越
後
で
は
、
九
世
紀
後
半
に
遺
跡
数
が
激
増

す
る
。
集
落
形
成
に
伴
う
土
木
工
事
や
田
畑
の
耕
作
に
は
、
斧お

の

・
鎌か

ま

・

鍬く
わ

先
な
ど
鉄
製
品
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
と
て
も
貴
重

な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

図35　鉄製錬炉　箱形炉の底

あ
な


